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寺田竜太 1，2• Celia M. Smith 1 :米国ハワイ諸島に
おける移入海藻の増加と地域社会の対応

ハワイ諸島は太平洋中央部に位置し，太平洋を取り囲む

大陸や島々から地理的に隔離された島唄域である。ハワイ

諸島では，当地で原記載されて以降に他の地域より報告の

ない固有種(Endemicspecies)が多く知られている。海藻

類にも固有種が多く記載されており，沿岸域の海藻群落は

地域固有の海藻生態系として重視されている。しかし近年，

フシクレノリ Gracilariasalicornia (紅藻綱オゴノリ目)

やGracifariatickvahiae (同左)， トゲノリ Acanthophora

spicifera (紅藻綱イギス目)， Hypnea musciformis (紅藻綱

スギノリ目)， Kappaphycus spp. (同左)，クサピガタハウチ

ワAvrainvielleaamadelpha (アオサ濠網イワズタ目)等の「移

入種」と考えられる海藻(注1)が各地において大群落を形

成し，地域固有の種多様性を脅かす現象として危倶されてい

る。特に，フシクレノリは，オアフ島南部やハワイ島Hilo

市近郊の一部地域において生育水深帯(水深 1-5m)の基質

をほぼ覆い尽くす被度で群落を形成しており，既存種の生育

場所が著しく減少している (Fig.1)。この現象に関しては，

移入種の出現や群落構造等について多くの研究者によって報

告されている (Russe111983，1987， Smith et al. 2002， 2004， 

他)。また，研究者はハワイ固有の生態系を保全する重要性

を地域社会に啓発しており，ボランティア団体が本種の駆除

活動に取り組んでいる。本稿では，ハワイ諸島における「移入」

海藻の問題と固有の生態系を保全するための地域社会の活動

について紹介する。

ハワイ諸島の海藻については， University of Hawaii (UH) 

のDoty博士(故人)やAbbott博士により体系的に整理され

ており， Abbott (1999)やAbbottand Huisman (2004)等に

より紅藻345種，緑藻 107種，褐藻62種の計514種が報告

されている。その中には，Gracifaria abbottiana (紅藻綱オ

ゴノリ目)やLaurenciamcdermidae (紅藻綱イギス目)な

ど，ハワイでのみ知られている固有種が多数記載されている。

また，ガラモ場を構成するホンダワラ属藻類(褐藻綱ヒパマ

タ目)が東アジアから東南アジアにかけて 150種以上知られ

ているのに対し，ハワイ諸島では Sargassumechinocarpum， 

Sargassum hawaiiensis， Sargassum polyphyllum， Sargassum 

obtusifoliumの固有種4種しか生育していない(注2)など，
コスモポリタンの少ない海藻群落は植物地理学的に非常に興

味深い。

移入種とされる海藻は，移入の経緯が明らかになっている

種類とそうでない種類に分けられる。 Gracifariatickvahiae 

や均'pneamusciformis， Kappaphycus spp.は前者であり，

1970年代から 1980年代にかけてフィリピンやフロリダ等

からオアフ島北東部のKaneohe湾に養殖目的で持ち込まれ

たとされている。特に G.tickvahiaeは，ハワイ産の有用種

Gracifaria coronopifolia (紅藻綱オゴノリ目)やGracilaria

parvispora (同左)の資源量が乱獲等で減少したことに伴う

需要に対応するために持ち込まれており，現在も養殖され

たG.tickvahiaeが鮮魚届等で販売されている (Fig.2)。一

方，フシクレノリは後者にあたり， 1970年代にオアフ島

のKaneohe湾やWaikikiビーチ，ハワイ島Hilo市近郊で

頻繁に採集されるようになり，急速に分布を拡大した。本

種は，インド洋および東南アジア各地，中国南部，オース

トラリア， ミクロネシア，マリアナ諸島等に分布し，日本

では南西諸島に分布する海藻である (Abbott1985， Tsuda 

1985， Yamamoto 1985， Meneses and Abbott 1987， Silva 

et al. 1987， 1996， Withell et al. 1994， Millar and Xia 1997， 

Tseng and Xia 1999)。一般には， 1970年代にハワイに移

入した見方が多勢だが， Honolulu市のBishopMuseumに

は1953年にHilo市で採集された Doty博士の標本(BISH

489394: MSD#I7292)が収蔵されており， Abbott (1999)も

1946年にオアフ島で採集した標本 (IA#1243，University 

of Califomia Berkeley収蔵)について言及していることか

ら， 1970年代以前に本種が生育していた可能性もある (Figs.

3，4)。しかし， 1970年代以前の標本はこの2点のみであり，

採集記録や文献等から 1970年代に急速に資源量が増加した

ことが察せられる。移入種とした場合，本種の由来について

興味が持たれるが， Abbott博士 (UH)，寺田， Gurgel博士

(Smithsonian Institution， Fort Pierce)らのグループが東南

アジア各地と日本から採集した材料を基に分子系統解析をお

こなっており，別途論文を発表する予定である。

フシクレノリは，内湾域やサンゴ礁リーフの礁池，人工ピー

チ等の水深 1-5mに多く生育している。本種は，単独で基質

から直立する個体と複数の個体によるマット状の群体が知ら

れている (Yamamoto1991)。ハワイでは，密度の低い場所

で単独の個体が多く見られ，密度の高い場所でマット状の群

体が多く見られる傾向にある (Figs.1，5)。特に静穏な内湾

域や礁池では基質から遊離した群体が海底を漂っており，干

潮時には海岸に大量に打ち上げられる。日本人観光客も多い

Waikikiピーチ周辺は，マット状のフシクレノリが最も多い

場所であり，砂浜に打ち上げられた大量のフシクレノリは観

光地としての景観も著しく損ねている。

ハワイ州は米国本土と異なる自然環境と歴史・文化的土壌

を有し，地域の文化や自然環境の保全に関する住民の意識

が非常に高い場所である。移入種の増加による地域固有の

生態系への影響については，研究者による啓発活動によっ

て地域住民に広く浸透しており，現在ではUHとHawaii

Department of Land and Natural Resources (HDLNR :ハ

ワイ州政府の部局)の研究者，学生，行政関係者を中心にし
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Fig.1 フシクレノ リGracilariasalicorniα直立体(オアフ島 Honolulu市Waikikiビーチ Natatoriull1にて 2005年 l月4日採集，

Teradall2062) . Fig. 2. Gracilaria tiA.'valuae (オアフ島Kahukuにて 1979年 12月41::1採集， BISH 561635 (MDII2892)) . Fig. 3. 

1950年代に採集されたフシクレノリ(ハワイ島 Hilo1'11にて 1953' I~ 2月21:1採集，BISH 489394 (MSDIII7292)) . 1970年代に

採集されたフシクレノ リ (ハワイ島 Hilo市にて 1974年8月31日採集，BISH577350 (MSDII28198)) 

た IAlien Algae Control ProgramJと称するボランティア

プログラムが地域住民に参加をH子びかけて移入海務の除去 ・

清掃活動をおこなっている (Figs.6-9)。除去 ・清掃活動は主

にWaikikiビーチからホノルル水族館の周辺約 3kmの範囲

でおこなわれており，一般市民を含む数十名のボランティア

が SCUBAや素潜りでフシク レノリを採集している。活動

は3-4週間に一度の間隔でおこなわれているが，本種の繁殖

力は非常に高く，勾回 5-6トン程度が採集されている。一年

間の観察をとおして本種の成熟体が殆ど確認されなかったこ

とから，当地では栄養繁殖により繁茂していることが示唆さ

れる。

ハワイには海fJ~ を食用として利用する食文化があり，フ

シクレノ リも食用として利用されている。PokeとH子ばれる

海産物のマリネに短 く刻んだ生のフシクレノリ(や他のオゴ

ノリ科蕗類)を混ぜて食し，ハワイ系やアジア系住民の郷土

食となっている。このため，鮮魚庖で、は Molokai島等で養

殖されたフシクレノ リも販売されている (Fig.10)。養殖さ

れた本極は形態が著しく変異し， 一見フシクレノリに見えな

い。 しかし，分子系統f~liqffの結果，養殖個体群はハワイ 諸島

に生育している11自体群と同じ瓶基配列を示し，ハワイに移入

した個体併を母藻として養殖していることが示唆されている

(Abbott.寺田.Gurgel未発表)。このように，本種は食用

として利用することで、沿岸域の資源量の低減に貢献でhきると

考えるが， 需要に限界があり，沿岸域で、大発生している分を

消費するに至っていない。なお，駆除 ・清掃活動で採集され

た本種は砂や小石の付着も多いことから食用に供されておら

ず，肥料等に利用されている。 しかし，肥料としての利用に

も限界があり，駆除 ・清掃物の有効利用に関する研究が期待

される。

ハワイ 川|では， 1970-1980年代にかけて養殖に適した海
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Figs. 5-9. Waikiki Clean Up Champaign (Honolulu市，2004 "f 8月24日) • 5マット状を呈するフシクレノリ (Honolulu市
WaikikiピーチNatatoriumにて採集).6:受付の徹子 .7採集されたフシクレノ リを陸揚げするボランティア irlrには作業中の人々

も見える 8:採集されたフシクレノ リ 9 トラックで運び出されるフシクレノ リ.Fig. 10.鮮魚応て、販売されている Mololai島産養

殖フシクレノリ (Honolulur!iの TamashiroMarketにて 2004年6月30日購入，Terada# 1646) . 

読を他地域から持ち込み，試験研究がお こなわれた。しか

し，1990年代以降は，人為的な持ち込みによる地域生態

系の撹乱を防ぐ重要性が研究者間で十分に理解されている。

Kappaphycus spp.も試験研究目的で持ち込まれたが，海面

養殖中に遊離した本種がKan巴ohe湾各地で栄養繁殖してお

り，社会問題化している。日本でも，奥なる地域に生育する

海藻を試験研究目的で持ち込む場合があるが，天然海域に移

入した際の在来生態系への影響等を研究者が十分に認識する

必要があり，天然海域への藻体の遊離や胞子が放出されない

ような綿密な対応が求められると考える。

日本は，ワカメ Undariapinnatifida (褐藻綱コンブ目)や

タマハハキモクSargassummuticum (褐藻綱ヒパマタ目)な

ど，移入種とされる海誌を「輸出」する側の固として諸外国

より指摘されている。一方で，我が国の大都市圏の港湾付近

移入海部が培える可能性もある。しかし，地域固有の海諜類

の種多様性を保全する重要性について， 一般市民の意識は必

ずしも高くない。ハワイにおける移入海藻に対する駆除 ・清

掃活動は，研究者による啓発活動を基に地域住民が主体と

なって対策を前じ，行政が資金面で支援する体制になってい

る。我が固においても，沿岸環境に対する一般市民の意識を

さらに高める ことが重要であり，研究者による啓発活動がさ

らに望まれる ところである。
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で既存の日本産海離ではない種が採集されており，今後とも 注 1:人為的に持ち込まれた記録のある海泌を除き，移入極と考え



104 

られている海務が当該地に「分布していなかった」事実を客観

的に立証することは非常に難しい。しかし，ハワイ諸島では，

同一の場所でモニタリングに近い状況で採集調査をおこなって

いる場合があり，採集された海誌がBishopMuseumに整理保

存されていることから，1)過去に採集記録がない点， 2)一時
期より頻繁に採集されるようになった点，から移入種として位

置づけている。しかし，移入種の定義については異論もある。

注2:移入種として世界各地に分布を拡大しているタマハハキモ

クSargassummuticum (褐藻綱ヒパマタ目)が近年オアフ島
から報告され，今後の分布動向が危倶されている (Abbottand 

Huisman 2004)。
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